
‒９‒ 広報しもだ　2019. 8月号 ‒８‒広報しもだ　2019. 8月号

下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」

講座内容

　
「
下
水
道
の
日
」
は
昭
和
36
年
に

「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
と
し
て

始
ま
り
、
平
成
13
年
に「
下
水
道

の
日
」
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
ぜ
９
月
10
日
と
定
め
ら
れ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
日
本
独
特
の

気
候
が
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
雨
水
の
排
除
」
と
い
う
下
水
道
の

役
割
を
念
頭
に
、
日
本
へ
台
風
の

上
陸
が
多
く
な
る
８
月
か
ら
10
月

の
な
か
で
、
９
月
10
日
頃
に
大
き

な
台
風
が
来
る
と
さ
れ
て
い
た
た

め
、
こ
の
日
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
下
水
道
の
普
及
率
は
全

国
で
６
％
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
29
年
３
月
31
日

時
点
の
国
土
交
通
省
の
発
表
で
は
、

約
78
％
ま
で
普
及
し
ま
し
た
。
下

田
市
で
は
、
平
成
４
年
に
下
水
処

理
を
開
始
し
、
平
成
31
年
４
月
時

点
で
普
及
率
が
約
80
％
と
な
り
ま

し
た
。
下
水
道
の
日
を
中
心
に
、

下
水
道
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
下
水

道
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、下
水
道
の
日
が
近
づ
く
こ

の
時
期
に
毎
年
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

堆
肥
の
サ
ン
プ
ル
と
花
の
種
子

を
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
、ど

う
ぞ
皆
さ
ま
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
10
日（
火
）９
時
〜

場
所　
市
役
所
西
館
前
駐
車
場

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

問
合
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
２
０
０

　県の人事交流により産
業振興課に配属となり３
か月がたちましたが、ま
だまだ周囲の方たちに助
けられながら業務をこな
す毎日です。
　下田市の発展に貢献で
きるよう頑張ります。

場所　市民文化会館大会議室
時間　13時30分～15時30分
対象　中学生以上

下
水
道
だ
よ
り
　
第
47
号

　
　
　
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

〜
　
　
　
　
　
〜
花
の
種
子
と
堆
肥
を
配
布
し
ま
す
〜

昨年のキャンペーンの様子

教育委員会連続講座開講
～南豆の歴史を後世に～

公共施設敷地内
全面禁煙のお知らせ

受講料　各回500円（テキスト代）
申込方法　氏名、住所、年齢、電話番号をご連絡ください。
申込・問合せ先
生涯学習課社会教育係　☎㉓5055　℻㉓5176
　 kyouiku@city.shimoda.lg.jp

　健康増進法の一部を改正する法律（平成30年法律
第78号）が制定され、国及び地方公共団体は、望ま
ない受動喫煙が生じないよう、受動喫煙を防止する
ための措置を推進する努力義務が課せられました。
　市としても、受動喫煙が他人に与える健康影響
を考慮し、７月１日から次の施設を敷地内全面禁
煙としました。

  対象となる施設
　・下田市役所本庁舎（東本郷一丁目５番18号）
　・教育委員会・中央公民館（四丁目６番16号）
　・落合浄水場（河内576）
　・清掃センター（敷根13番11号）

　携帯灰皿の使用や電子タバコについても敷地内
での喫煙はできませんので、市役所本庁舎を始め
として、対象の施設を
利用される方は、ご理
解とご協力をお願いい
たします。
問合せ先　
総務課行政管理係
☎㉒２２１１

開催日

９月15日（日） 「邪馬台国  大和説」
を解説する

外岡　龍二

下田の仏師  松本雲松

下田城址について
－３次元測量について－

明治5年、元新撰組隊士
加納通広の徴募に応じ
て北海道へ渡った足柄
県石工50人について　

不平等ではなかった
日米修好通商条約
（渋沢栄一先生と玉泉寺）

10月13日（日）

11月23日（土）

12月８日（日）

２月８日（土）

演題 講師

（下田市文化財保護審議会会長
・日本考古学協会会員）

高橋　廣明
（下田市文化財保護審議会副会長）

田島　　整
（下田市文化財保護審議会委員
・上原美術館（仏教館）主任学芸員）

村上　文樹
（宗教法人玉泉寺　代表役員）

寺川　健人
（下田市教育委員会　生涯学習課

主事　文化財担当）

キ
ラ
リ

新
規
採
用
職
員
で
す
！

　
令
和
元
年
度
新
規
採
用
職
員
に
抱
負
や
意
気
込
み
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
ま
い
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

産業振興課産業振興係

岩間　涼汰
いわま　　　 りょうた

　この度、観光交流課に
配属となりました。　　
　まだ至らぬ点が多く、
周りの方々に助けてもら
いながらの毎日ですが、
早く仕事を覚え下田市の
発展に貢献できるよう努
力します。　　　　　　

観光交流課観光戦略係

笹本　瑞希
ささもと　　　 みずき

　社会福祉士として入職
いたしました。市民の皆
さま、地域事業所のお役
に立てるよう、誠実に日
々の業務に向き合ってい
きたいと思いますので、
よろしくお願いいたしま
す。　　　　　　　　　

福祉事務所保護係

渡邉　大吾
わたなべ　　　  だいご

　毎日周りの先輩方に支
えてもらいながら、「下田
が好き」という気持ちは
増すばかりです。この気
持ちをいつでも大切に、市
民の皆さまと共に笑顔で、
一生懸命頑張ります。　
　 　 　

総務課法規情報係

松下　風花
まつした　　　 ふうか

　この度、地元の下田市
役所で働くこととなり、身
の引き締まる思いです。
　一日でも早く市民の皆
さまのお役に立てる職員
になれるよう日々努力し
てまいりますので、よろ
しくお願いいたします。

税務課収納係

土屋　玲奈
つちや　　　   れいな

　地域包括支援センター
で介護支援専門員として
働いております。まだ至
らぬ点が多く、周りの先
輩に支えられ日々業務に
励んでおります。市民の
皆さまのお役に立てるよ
う日々努力いたします。

市民保健課地域包括支援センター

渡邉　恵理
わたなべ　　　   えり

　市民の皆さまの生活を
支える仕事に、責任とやり
がいを感じております。
至らぬ点が多く、先輩方
に助けられながらの毎日
ですが、一生懸命取り組
んでまいります。よろし
くお願いいたします。　

福祉事務所社会福祉係

竹見　裕野
たけみ　　　   ひろの

　栄養、歯科、たばこの
担当をしています。市民
の皆さまの健康に携われ
ていることに感謝してい
ます。　　　　　　　　
　下田の発展に貢献でき
るよう何ができるかを考え、
経験を積んでいきたいです。

市民保健課健康づくり係

加藤　文菜
かとう　　　   ふみな

　税務課資産税係に配属
となりました。まだ知ら
ないことが多く先輩方に
助けていただいてばかり
ですが、できるだけ早く
知識を身に付け市民の皆
さまに迅速で丁寧な対応
ができるよう頑張ります。

税務課資産税係

馬場　友梨夏
ばば　　　    　ゆりか

　国保年金係に配属とな
り、市民の皆さまの人生
に大きく関わらせていた
だいていることを実感し
ています。これからも市
民の皆さまにとってより
良い街づくりができるよ
う頑張ります。　　　　

市民保健課国保年金係

土屋　亜美
つちや　　　    あみ

　建設課に配属になりま
した。まだ先輩方に教わ
るばかりの毎日ですが、
少しでも早く仕事を覚え、
一人前になれるよう日々
努力して下田市の活性化
につなげられるように頑
張ります。　　　　　　

建設課土木管理係

土屋　和久
つちや　　　 かずひさ

　教育委員会生涯学習課
に配属となりました。ま
だまだ分からないことば
かりで悪戦苦闘の毎日で
すが、少しでも自分の業
務を円滑にこなせるよう
に精進していきたいと思
います。　　　　　　　

生涯学習課社会教育係

溪口　輝
たにぐち　    ひかる

　建設課都市住宅係に配
属となり、主に建築に関
する業務を担当しており
ます。自然豊かな下田な
らではの季節の移ろいを
感じながら、地域の皆さ
まに貢献できるように日
々精進していきます。　

建設課都市住宅係

中島　宏昭
なかじま　　   ひろあき


